
知っ得やまがた「基礎知識」

会 田 安 明 山 形 ２０００冊もの本を書いた最上流の和算家
安 島 直 円 新 庄 多くの数学者に尊敬された日本一の算学者
安　達　峰一郎 山 辺 世界の良心　日本人初の国際司法裁判所長
阿 部 亀 治 庄 内 イネの母「亀ノ尾」　寒さに負けない新品種づくり
阿 部 次 郎 酒 田 深く厳しく哲学を学んだ「三太郎の日記」の著者
伊　佐　治八郎 酒 田 稲作の指導者として米どころ庄内育ての親
石 沢 慈 鳥 中 山 わたり鳥のなぞを探究し続けた野鳥研究家
板　垣　董五郎 東 根 若木原の荒れ地の開拓に命をかけた農民運動の創始者
伊　藤　嘉平治 山 形 山形で最初の人力車や自転車をつくったまちの発明家
伊 東 忠 太 米 沢 桂離宮の美に魅かれた日本建築の権威者
伊　藤　礼太郎 天 童 アメリカ兵から原崎沼のカモを守るために献身的な努力をした人
上 杉 鷹 山 米 沢 米沢藩の名君　再興に向け、知恵を惜しまぬ努力をした人
梅　津　勇太郎 高 畠 酪農のユートピアをめざした粉ミルクの創始者
海老名　徳太郎 村 山 橋や道路、学校等、村の発展のために一生をささげた人
大 森 治 豊 上 山 日本で初めて帝王切開（産科手術）に成功した人
小　倉　金之助 酒 田 みんなにわかる数学を追究し、数学教育の発展に努めた人
隠明寺　勇　象 新 庄 国の子どもにゆめを与えた最上の凧絵師
柏 倉 松 蔵 上 山 人間愛に燃え、日本最初の肢体不自由学校「柏学園」を建てた人
金 子 て い 山 形 「赤い鳥」の文学少女で日本初代の文部省婦人教育課長
菊 地 新 学 天 童 県令三島通庸のご用写真師で東北で最初の写真館を開いた人
岸 　 赤 十 金 山 「人類はみんな兄弟」天皇にも称賛された赤十字運動の先駆者
喜早　伊右衛門 村 山 田んぼに水を　東沢溜池を造った人
北館大学助利長 庄 内 北楯大堰をつくり、庄内の荒れ地を美田に変えたかんがい用水の恩人
清 河 八 郎 庄 内 日本の未来に命をかけた幕末の志士
日下部　四郎太 山 形 岩石の強さを研究した地球物理学の先駆者
沓 沢 朝 治 真室川 タカ使いの名人　真室川の鷹匠
九 里 と み 米 沢 女性にも技術と教養を求めた米沢に女学校を創設した人
雲 井 龍 雄 米 沢 きよらかに激しく生きた幕末の志士
栗 本 東 明 鶴 岡 日本のパスツールと言われた狂犬病ワクチンの開発者
黒　井　半四郎 米 沢 置賜の野に水を引いた、「黒井堰」「飯豊山穴堰」をつくった人
郷 目 貞 繁 寒河江 生きている絵馬を描き続けた戦国時代の武人画家
国　分　一太郎 東 根 生活綴り方の旗手で、日本の作文教育に大きな影響を与えた人
小 関 三 英 鶴 岡 ナポレオンに憧れた日本夜明け前の蘭学者
後　藤　岩太郎 大 江 最上川にひびく歌声　最上川舟歌の歌い手
金　　儀右衛門 小 国 病気とたたかいながら、小国町の郷土研究に生涯をささげた人
斎 藤 外 市 鶴 岡 斎外式力織機を発明した鶴岡絹織物の育ての親
斎 藤 篤 信 米 沢 県令三島通庸に、初代師範学校校長として山形の教育を託された人
斎 藤 秀 一 鶴 岡 「世界が一つの言葉で」を願ったエスペラント語の研究家
斎 藤 茂 吉 上 山 生命の叫びを歌に　近代作家の最高峰
酒 井 調 良 鶴 岡 ただ一本の木から生み出した種のない「庄内柿」の恩人
鮭 延 秀 綱 真室川 戦国乱世の時代、最上地方にあらわれた勇気と知恵を持った若大将
佐 藤 栄 助 東 根 さくらんぼの品種改良　「佐藤錦」の生みの親
佐 藤 里 治 西 川 明治の近代化政策の中で山形県の産業開発を進めた若き県会議員
佐藤重光・重好 遊 佐 「砂丘を緑に」を願い庄内浜の植林に尽力した人
佐　藤　千夜子 天 童 日本で最初のレコード「波浮の港」を吹きこんだ流行歌手
佐 藤 政 養 遊 佐 走れ一号機関車　日本鉄道生みの親
佐 藤 義 則 最 上 昔話をさがし歩いた民話・民俗の研究者
重　野　謙次郎 天 童 新しい世の中をみんなで創ろうと自由民権運動に尽くした人
志 田 周 子 西 川 山村の女医　僻地医療に生涯をささげた人

郷土で語り継がれている人たち
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渋　江　長四郎 山 形 山形の人形師　伝統の技を受け継いだ人
白崎　五右衛門 酒 田 屋根瓦の普及、民間消防隊の創設など酒田消防の父と呼ばれた人
白　畑　孝太郎 上 山 世界に知られた昆虫研究家で虫を愛したおまわりさん
新　海　竹太郎 山 形 山形美術館「ゆあみ」の作家で近代彫刻の担い手
菅 原 白 龍 長 井 ほんとうの日本百景を求めた山形の南画家
菅 　 実 秀 鶴 岡 西郷隆盛に励まされ、刀を鍬に変えて松ケ岡の開墾を進めた人
鈴　木　庄一郎 鶴 岡 山形の自然を愛した、庄内浜が生んだ生物学者
鈴 木 信 教 山 形 「今　良寛」と呼ばれた社会福祉の先駆者
鈴 木 清 風 尾花沢 芭蕉の友人で紅花大尽と呼ばれた紅花商人
鈴　木　貞次郎 大石田 山形とブラジルを結んだブラジル移民の父
須 藤 克 三 南 陽 「子どもらは太陽を呼ぶ」山形県児童文化活動に尽くした巨峰
大　館　藤兵衛 鶴 岡 鶴岡市朝日、櫛引の田畑に水を引く「点保堰」をつくった人
高 橋 英 雄 天 童 はなかみ先生と子どもたちに慕われたアメリカ帰りの自由人
高 橋 兼 吉 鶴 岡 国指定重要文化財「致道博物館」を建てた洋風建築の第一人者
高 山 樗 牛 鶴 岡 日本近代文学の夜明けを告げた若き天才文学者
竹　田　清五郎 長 井 つむぎの里をつくるために努力した長井つむぎの恩人
田 沢 稲 舟 鶴 岡 女流作家への道　燃え尽きた明治の青春
多　勢　亀五郎 南 陽 苦心の末、糸とり機械をつくり、製紙工場の発展に尽くした人
田 宮 五 郎 河 北 稲わらをいかした最上ぞうりづくりに尽力した人
遠 山 椿 吉 山 辺 国民病と戦い、結核予防に尽くした医師
直 江 兼 続 米 沢 米沢の町の基礎をつくり、上杉藩を支えた知将
長 沢 理 玄 山 形 ジェンナーの発明した疱瘡の予防方法（種痘）を広めた医師
芳賀忠徳・忠庵 白 鷹 毛掘り医者　つつがむし病にメス
浜 田 広 介 高 畠 「泣いた赤鬼」などのひろすけ童話で知られる山形が誇る童話作家
伴　　　淳三郎 米 沢 チャップリンに憧れた日本一の喜劇役者
平 田 東 助 米 沢 農民の自立をめざした「農業協同組合」生みの親
平 塚 英 吉 新 庄 蚕糸研究の神様で新庄市名誉市民第１号に輝いた人
北 條 角 麿 新 庄 教えた生徒４０００人、最上に生きた漢学者
本 間 光 丘 酒 田 公益に尽くし、砂丘植林の父と呼ばれた日本一の大地主
真 壁 　 仁 山 形 県内外多くの校歌を作詞した詩人、野に生きた思想家
松 岡 俊 三 村 山 雪国のくらしを訴え続けた雪の代議士
松　田　甚次郎 新 庄 「土に叫ぶ」の作者で、「農民たちの行く手に光を」と叫び続けた人
松 本 十 郎 鶴 岡 アイヌの味方になった北海道開拓の先人
松 森 胤 保 鶴 岡 日本のレオナルド・ダ・ヴィンチと言われた明治の博物学者
三 浦 新 七 山 形 学術・産業の開拓者で山形の郷土文化を育てた人
三 島 通 庸 山形の近代化を進めた山形県初代県令
嶺　　　金太郎 新 庄 最上地方の灯火を　名もない人々の歴史を伝えた人
村　山　俊太郎 天 童 生活綴り方教育の推進など山形県における北方教育運動のリーダー
最 上 徳 内 村 山 津軽の海を越えて北の新天地に足を踏み入れた北方探検家
最 上 義 光 山 形 山形の産業・経済の基礎を築いた最上５７万石の大名
本 沢 竹 雲 山 形 「格知学舎」（五老学校）を開き、子どもたちの教育にあたった人
森　　藤右衛門 酒 田 庄内農民の幸せを願い続けた「ワッパ騒動」の指導者
森 谷 た ま 河 北 「私立裁縫精華女学校」を設立した裁縫学校の母
結　城　哀草果 山 形 郷土を愛し、村里のくらしを歌ったもんぺすがたの農民歌人
結　城　豊太郎 南 陽 日本経済の舵取りとして日本銀行総裁、大蔵大臣を務めた人
結　城　よしを 南 陽 童謡「ないしょ話」をつくった若き童謡詩人
吉 野 　 弘 酒 田 「I was born」「夕焼け」「奈々子に」「祝婚歌」、多くの人に愛され続ける詩人
我 妻 　 榮 米 沢 学問の道ひとすじに生き、文化勲章を受けた民法学者
涌　井　弥兵衛 新 庄 金山町砂取山の土で見事に成功した新庄東山焼き
渡　辺　順之助 山 辺 手織りの美を求め続けた山辺じゅうたんの産みの親
A ・ ロ ー レ ツ 山 形 青い目のお医者さん　山形最初の病院「済生館」の外人医師
C・H・ダラス 米 沢 明治の近代化の中で米沢に西洋文化を広めたイギリス人
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項　　　目 年次 単位 山形県 全国 順位

自
然
環
境

総面積 Ｈ２６ k㎡ ９，３２３．１５ ３７７，９７２．２８ ９

可住地面積割合［北方領土及び竹島を除く］ Ｈ２５ ％ ３０．６ ３２．８ ２８

森林面積割合［北方領土及び竹島を除く］ Ｈ２１ ％ ６９．０ ６５．６ １９

自然公園面積 Ｈ２６ ha １５５，８１０ ５，４３４，７８０ １０

人
口
・
世
帯

人口総数 Ｈ２５ 人 １，１４１，２７６ １２７，２９７，６８６ ３５

総面積１k㎡当たり人口密度 Ｈ２５ 人 １２２．４ ３４１．３ ４２

年少人口割合［１５歳未満人口］ Ｈ２５ ％ １２．４ １２．９ ３８

生産年齢人口割合［１５～６４歳人口］ Ｈ２５ ％ ５８．５ ６２．１ ４０

老年人口割合［６５歳以上人口］ Ｈ２５ ％ ２９．１ ２５．１ ６

出生率（人口千人当たり） Ｈ２５ － ７．２ ８．２ ４２

死亡率（人口千人当たり） Ｈ２５ － １３．２ １０．１ ４

総世帯数 Ｈ２２ 世帯 ３８８，６０８ ５１，９５０，５０４ ３９

核家族世帯割合（対一般世帯数） Ｈ２２ ％ ４８．２９ ５６．３４ ４６

共働き世帯割合（対一般世帯数） Ｈ２２ ％ ３６．０５ ２４．４５ ２

３世代同居率（対一般世帯数） Ｈ２２ ％ ２１．５ ７．１ １

婚姻率（人口千人当たり） Ｈ２５ － ４．２ ５．３ ４６

離婚率（人口千人当たり） Ｈ２５ － １．４７ １．８４ ４４

労
働
・
賃
金

就業者数 Ｈ２２ 人 ５６５，９８２ ５９，６１１，３１１ ３４

第１次産業就業者比率 Ｈ２２ ％ ９．８ ４．０ ８

第２次産業就業者比率 Ｈ２２ ％ ２９．０ ２３．７ １１

第３次産業就業者比率 Ｈ２２ ％ ５９．５ ６６．５ ４５

事業所数 Ｈ２１ 事業所 ６４，２５７ ６，０４３，３００ ３２

従業者数 Ｈ２１ 人 ５５２，１９６ ６２，８６０，５１４ ３５

完全失業率 Ｈ２５ ％ ３．２ ４．０ ３６

有効求人倍率 ※１ Ｈ２５ 倍 ０．９９ ０．９３ １６

労働者１人平均１か月間の現金給与月額［事業所規模５人以上］ Ｈ２５ 円 ２７５，６６３ ３１４，０４８ ３２

労働者１人平均１か月間の総実労働時間〔事業所規模５人以上〕 Ｈ２５ 時間 １５５．５ １４５．５ ３

高校新規卒業者初任給［男］ Ｈ２５ 千円 １５１．０ １５８．９ ３５

高校新規卒業者初任給［女］ Ｈ２５ 千円 １４４．４ １５１．３ ３１

農
　
業

販売農家の農業就業人口（自営業に主として従事した世帯員数） Ｈ２２ 人 ６４，３３５ ２，６０５，７３６ １９

経営耕地面積（農業経営体） Ｈ２２ ha １０４，６８６ ３，６３１，５８５ １０

農業産出額 Ｈ２５ 億円 ２，２９３ ８５，７４２ １４

工
　
業

製造業事業所数［従業者規模４人以上］ Ｈ２４ 事業所 ２，７９７ ２１６，２６２ ２５

製造業従業者数［従業者規模４人以上］ Ｈ２４ 人 ９９，０６３ ７，４２５，３３９ ２５

製造品出荷額等［従業者規模４人以上］ Ｈ２４ 百万円 ２，３９６，５８６ ２８８，７２７，６３９ ３２

知っ得やまがた「基礎知識」

山形県の主要統計指標
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項　　　目 年次 単位 山形県 全国 順位

商
　
業

商業商店数［卸売業＋小売業］ Ｈ２４ 店 １５，２８１ １，４０５，０２１ ３２

商業従業者数［卸売業＋小売業］ Ｈ２４ 人 ９２，６８７ １１，２２５，１５１ ３４

商業年間商品販売額［卸売業＋小売業］ Ｈ２３ 百万円 ２，２１０，５２８ ４８０，３３２，７８８ ３３

所
　
得

県内総生産 Ｈ２３ 百万円 ３，６５０，３５２ ４９７，４１１，０６０ ３６

県民所得 Ｈ２３ 百万円 ２，７８９，９７９ ３７２，５１５，８０４ ３６

県民１人当たり県民所得 Ｈ２３ 千円 ２，４０３ ２，９１５ ３４

物
価
・
家
計

消費者物価指数〔総合〕 ※２ Ｈ２６ Ｈ２２＝１００ １０３．７ １０２．８ ３

消費者物価指数対前年上昇率〔総合〕 ※２ Ｈ２６ ％ ３．０  ２．７  ７

消費者物価地域差指数［総合：５１市平均＝１００］※３ Ｈ２５ － １０１．５ １００．０ ７

実収入［勤労者世帯］（１世帯当たり１か月間） Ｈ２５ 千円 ６０６．３ ５２３．６ ２

消費支出［２人以上の世帯］（１世帯当たり１か月間） Ｈ２５ 千円 ３１４．９ ２９０．５ ５

財
　
政

普通会計歳入決算総額［県財政］ Ｈ２４ 百万円 ５８８，２９３ ５０，９３７，２２９ ３２

普通会計歳出決算総額［県財政］ Ｈ２４ 百万円 ５７７，４６２ ４９，４８１，８４２ ３２

普通会計歳出決算総額［市町村財政］ Ｈ２４ 百万円 ５３２，０１７ ５５，６６４，０９０ ３５

人口１人当たり歳出決算総額［県・市町村財政合計］ Ｈ２４ 千円 ９６３．１ ８２４．６ １７

教
　
育

小学校数（６～１１歳人口１０万人当たり） Ｈ２５ 校 ４６９．９ ３０７．２ ９

中学校数（１２～１４歳人口１０万人当たり） Ｈ２５ 校 ３３３．５ ２９７．８ ２３

高等学校数（１５～１７歳人口１０万人当たり） Ｈ２５ 校 １７５．２ １３６．６ ９

小学校児童数（教員１人当たり） Ｈ２５ 人 １３．７６ １５．９９ ３５

中学校生徒数（教員１人当たり） Ｈ２５ 人 １２．７５ １３．９１ ２７

高等学校生徒数（教員１人当たり） Ｈ２５ 人 １２．３１ １４．１２ ３５

医
　
療

一般病院数（人口１０万人当たり） Ｈ２４ 施設 ４．８ ５．９ ３７

一般診療所数（人口１０万人当たり） Ｈ２４ 施設 ８１．０ ７８．５ ２２

医師数（人口１０万人当たり） ※４ Ｈ２４ 人 ２１０．０ ２２６．５ ３２

看護師・准看護師数（人口１０万人当たり） ※４ Ｈ２４ 人 ９４１．８ ９００．４ ２８
福
祉
施
設

老人ホーム数（６５歳以上人口１０万人当たり） Ｈ２４ 所 ６７．８ ４９．８ １２

児童福祉施設数（人口１０万人当たり） Ｈ２４ 所 １．４８ １．５０ ３３

安
　
全

交通事故発生件数（人口１０万人当たり） Ｈ２５ 件 ６２０．７ ４９４．１ １０

交通事故死者数（人口１０万人当たり） Ｈ２５ 人 ３．４ ３．４ ３５

刑法犯検挙率（認知件数１件当たり） Ｈ２４ ％ ６０．４ ３１．７ １

火災出火件数（人口１０万人当たり） Ｈ２４ 件 ３６．０ ３４．７ ２３

消防ポンプ自動車等現有数（人口１０万人当たり） Ｈ２５ 台 ２３４．３ ７３．０ １

生
活
環
境

持ち家比率〔対居住世帯あり住宅数〕 Ｈ２０ ％ ７５．５ ６１．１ ４

住宅の敷地面積（１住宅当たり） Ｈ２０ ㎡ ４０３ ２６６ ２

下水道普及率 Ｈ２５ ％ ７４．６ ７７．０ １７

道路実延長（総面積１k㎡当たり） Ｈ２４ ㎞ １．７７ ３．２４ ４６

保有自動車数（人口千人当たり） Ｈ２５ 台 ８１６．２ ６３０．６ １０

※１　学卒を除きパートを含む　※２ 山形県の数値は、山形市の数値を掲載している
※３　５１市とは都道府県庁所在市（東京都については東京都区部）及び政令指定都市（川崎市、浜松市、堺市及び北九州市）のことである。
※４　医療施設に従事する者
注：順位は全国における県の数値の大きい方から付している。（数値の価値判断は行っていない）
出典：「山形県勢要覧　平成２７年度刊」
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郷土愛ゆたかな県民意識の高揚を図り、
県勢の発展と向上を期するため、県政百年
を機会に制定されました（昭和５1年８月21
日山形県告示第1273号）。３つの山の形は、
日本百名山にも選ばれている鳥海山や月

山、山岳修験の山として広く知られる羽黒山や湯殿山などの本県の山々
を表すと同時に、本県の文化や歴史に深く関わり、県民歌にもなってい
る最上川の流れも表しています。また鋭角的な三角形は、本県の発展を
期するという意味も含んでいます。

昭和29年にNHKが全国的に
「郷土の花」を選定したときに、
山形県は「べにばな」が選ばれ
ており、また県を象徴する花と
して親しまれていたことなどか
ら、「べにばな」に決定しました。
（昭和５7年３月31日制定）

昭和41年に、野生の鳥獣を愛
する気持ちを高めようと、県民
の鳥及び獣の制定運動が行なわ
れました。県の鳥については、
昭和42年に、県内でみられる鳥
６種類を選び、県民のみなさん
の投票をもとにオシドリに決定
しました。
（昭和５7年３月31日制定）

山形県の水産への理解と親し
みを深め、県内産の魚介類のイ
メージを高めて水産業を発展さ
せること、また、庄内浜や最上
川などの山形県の豊かな自然を
アピールするため制定されまし
た。山形県の自然をイメージさ

せる10種類の魚から県民投票により、サクラマスに決定しました。
（平成4月３月制定）

昭和4５年に大阪府で開催され
た万国博覧会の日本開催を記念
して県の木を定めることにな
り、昭和41年に山形県になじみ
の深い木の中から３種類の木を
選び、県民のみなさんの募集を
もとにさくらんぼを選定しまし
た。
（昭和５7年３月31日制定）

昭和41年に、野生の鳥獣を愛
する気持ちを高めようと、県民
の鳥及び獣の制定運動が行なわ
れました。獣は、昭和42年に３
種類を選び、県民のみなさんの
投票をもとにカモシカに決定し
ました。
（昭和５7年３月31日告示）

知っ得やまがた「基礎知識」

知っ得やまがた「基礎知識」

山形県のシンボル

山形県のなんでもＮo.１
①ブナ天然林の広さ １５万ha（全国の１６．３％：平成１２年）
②東根の大ケヤキ 幹回り１６ｍ　推定樹齢１，５００年以上（国特別天然記念物　東根市東根）
③川西町ダリア園 ダリア６５０種　１万８千株（園内約１万㎡　川西町置賜公園内）
④羽黒山の石段 ２，４４６段（江戸時代以前の石段で最も長い　羽黒町手向）

⑤石鳥居２基 建造推定年代、平安後期～鎌倉初期（日本最古の石鳥居と推定
国指定重要文化財山形市鳥居ケ丘と同市蔵王成沢）

⑥即身仏の数 ９体（全国に十数体）
⑦一般世帯の平均人員 ２．９４人 　※全国平均２．４２人（Ｈ２２）
⑧三世代同居率 ２１．５％ 　※全国平均７．１％（Ｈ２２）
⑨さくらんぼ収穫量 １３，２００ｔ ※全国総収穫量１７，８００ｔ（Ｈ２４）
⑩西洋なし収穫量 １４，３００ｔ ※全国総収穫量２３，６００ｔ（Ｈ２４）
⑪たらのめ生産量 ４５．２ｔ 　※全国総生産量２０８．１ｔ（Ｈ２４）
⑫きはだ皮生産量 ２．５ｔ　　※全国総生産量３．８ｔ（Ｈ２４）
⑬あさつき収穫量 ８９ｔ 　　※全国総生産量３１８ｔ（Ｈ２４）
⑭うるい収穫量 １７９ｔ　　※全国総生産量２４７ｔ（Ｈ２４）
⑮滝の数（長さ５ｍ以上） ２３０ヶ所　※全国総数２，４８８ケ所（Ｈ元）
⑯消防ポンプ自動車等現有数（人口10万人当たり） ２３４．３台　※全国平均７３．０台（Ｈ２５）
⑰自動車保有数量（1，000世帯当たり）［２人以上の世帯］ ２，１１８台　※全国平均１，４１４台（Ｈ２１）
⑱ボランティア活動の年間行動者率（10歳以上） ３５．３％ 　※平均２６．３％（Ｈ２３）

県　章　 県の花（べにばな）　 

県の鳥（オシドリ）　 

県の魚（サクラマス）　 

県の木（さくらんぼ）　 

県の獣（カモシカ）　 
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山形市　米沢市　鶴岡市　酒田市　新庄市　寒河江市　上山市　　村山市　長井市　天童市　東根市　　尾花沢市　南陽市
山辺町　中山町　河北町　西川町　朝日町　大江町　　大石田町　金山町　最上町　舟形町　真室川町　大蔵村　　鮭川村
戸沢村　高畠町　川西町　小国町　白鷹町　飯豊町　　三川町　　庄内町　遊佐町
国土交通省　農林水産省　中小企業庁　山形県

◇協力者一覧　 
〈ア行〉安久津八幡神社

（株）朝日新聞社
（株）朝日相扶製作所
（有）朝日町ワイン
（有）味の農園
アヒコファインテック（株）
（株）飯豊ながめやま牧場
伊藤電子工業（株）
（株）ウエノ
羽越しな布振興協議会
美しい山形・最上川フォーラム
エムテックスマツムラ（株）
大石田元気プロジェクト
大石田町東町地区
置賜文化フォーラム
おぐに白い森（株）
小国町観光協会
オリエンタルカーペット（株）

〈カ行〉（一社）河北町観光協会
上和田有機米生産組合
（株）軽部草履
川西町観光協会
菊地保寿堂
城戸淳二氏
（有）熊谷園芸
（公財）黒川能保存会
慶應義塾大学先端生命科学研究所
（公財）弦　地域文化支援財団
巨海院（大江町）
米部（南陽市）

〈サ行〉（公財）斎藤茂吉記念館
埼玉県志木市
砂丘地砂防林環境整備推進協議会
佐藤繊維（株）
ＪＡさがえ西村山農業協同組合
事業構想大学院大学出版部
志田周子の生涯を銀幕に甦らせる会
渋谷光夫氏
若松寺（天童市）
庄内観光コンベンション協会
（株）荘内日報社
庄内農業共済組合
庄内町観光協会
新庄の種プロジェクト
新庄まつり実行委員会

Spiber（株）
関川しな織協同組合
（一財）関山愛林公益会

〈タ行〉（株）ダイユー
高瀬紅花ふれあいセンター
（株）タカハタ電子
（一社）高畠町観光協会
田沢コミュニティセンター管理運営委員会
田中裕子氏
（株）チェリーランドさがえ
（公財）致道博物館
茅野市尖石縄文考古館（長野県）
ＮＰＯ法人遅筆堂文庫プロジェクト
千歳　栄氏
鳥海やわた観光（株）
土屋薬局土屋幸太郎氏（東根市）
鶴岡織物工業協同組合
鶴岡市学校給食センター
鶴岡市観光連盟
鶴岡市立藤沢周平記念館
出羽三山歴史博物館
東京国立博物館
東北芸術工科大学
東北公益文科大学
時の宿すみれ
（株）トプコン山形
冨田　勝氏

〈ナ行〉中山町観光協会
長井市レインボープラン推進協議会
（株）ナガオカ
南岳寺（鶴岡市）
日本一の芋煮会フェスティバル協議会
（一財）日本緑化センター

〈ハ行〉ハイメカ（株）
函館市縄文文化交流センター（北海道）
（株）パスラボ
八戸市文化財センター是川縄文館（青森県）
浜田広介記念館
ＮＰＯ法人パートナーシップオフィス
（一社）東根市観光物産協会
ひじおりの灯実行委員会
ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ（株）
広重美術館
普門院（米沢市）

プラムレコード
（株）プレステージ・インターナショナル
（株）文藝春秋
北海道大学附属図書館北方資料室
本間家旧本邸

〈マ行〉真室川町安楽城の童唄保存会
宮城興業（株）
（一社）村山市観光物産協会
最上峡観光開発（株）
最上峡芭蕉ライン観光（株）
最上徳内記念館
最上義光歴史館
（株）モンテディオ山形

〈ヤ行〉山形クラッチ（株）
（公社）山形県観光物産協会
（公財）山形県産業技術振興機構
（公財）山形県生涯学習文化財団
山形県花笠協議会
山形交響楽団
ＮＰＯ法人山形国際ドキュメンタリー
映画祭
山形市観光協会
やまがた食産業クラスター協議会
（株）山形新聞社
山形大学
山形鉄道（株）
山形美術館
山形フィルム・コミッション
（有）山川牧場
山寺芭蕉記念館
有機エレクトロニクスイノベーション
センター
ＮＰＯ法人遊佐鳥海観光協会
遊佐町ＩＪＵターン促進協議会
（一社）米沢観光物産協会
米沢市上杉博物館

〈ラ行〉立石寺（山形市）
旅館　孝庵

〈ワ行〉（有）渡辺鋳造所
ワテック（株）

◇主な参考文献　 
北の旅学やまがた（2004.7 赤坂憲雄）　　イザベラ・バードの山形路～「アルカディア街道」散策のススメ～（2011.7 渋谷光夫）
山形県謎解き散歩（2012.9 横山昭男）　　少年少女やまがた人物風土記１～５（1990 山形県教育用品（株））
みちのく山形ものがたり（1994.3（株）シィー・ディー・アイ）　　城下町山形観光見聞録（2012.2（社）山形市観光協会）
有機ＥＬといえば山形（2015.7（公財）山形県産業技術振興機構）　　ベニちゃんのまるごとやまがた（2013.3 山形市教育委員会）
まるっと最上川（2009.11 国土交通省山形河川国道事務所）　　べにばな～時代をこえて山形を彩る紅の色～（2012.3 山形県）
やまがたのうまいもの（1998 山形県農産物マーケティング推進協議会）　　私たちの最上川を未来へ（2012.3 山形県教育委員会）
国宝　縄文の女神（2013.3 山形県立博物館）　　最上川流域の文化と景観（2013.3 山形県立博物館）

表紙：山形市立山寺中学校「英語でガイド」の様子
　　　（平成25年10月16日 山形新聞）
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